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都道府県 人口 都道府県 人口
１ 大阪府 １００，４３０ ６ 京都府 ２３，９３０
２ 東京都 ９４，６４４ ７ 千葉県 １５，９９５
３ 兵庫県 ３９，４３２ ８ 埼玉県 １５，９６０
４ 愛知県 ３０，０１０ ９ 福岡県 １５，６１７





















話者１ 話者２ 話者３ 話者４ 話者５ 話者６
性別 女性 男性 女性 女性 女性 女性
生年（歳） ’４１年（７８） ４３年（７５） ３３年（８６） ３４年（８５） ４１年（７８） ３９年（８０）




































































































具体的には「キムチ」（ ， ）が 、「油」（ ， ）が 、「縫
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が用いられ、「 」（ 【便所】）はほとんど用いられない。「風呂（に入る）」は「 （　　　）」
が使用され、「 」（ 【沐間】）はほとんど用いられない。話者１は「トイレ」を「 」















「ヤンニョムジャン」（ ， ）、「嫁」（ ， ）の各単語の発音に
おいて、慶尚道方言の音韻的特徴である半母音 のゼロマーク化が見られた。「ヤンニョムジャン」
の標準的発音は であるが、 と実現され、「嫁」の標準的発音は
であるが、 ・ と実現されている。先述した話者１で半母音 のゼロマー
５ 動詞「縫う」の終止形ではなく、「縫って着なさい」という形で回答されていた。































話者３は、「骨」（ ， ）、「ヤンニョムジャン」（ ， ）、「かんざし」（ ，
）、「すずり」（ ， ）、「ひよこ」（ ， ）、「嫁」（ ， ）
の各単語の発音において、慶尚道方言の音韻的特徴である半母音 のゼロマーキングが観察された。
具体的には、「骨」は 、「ヤンニョムジャン」は 、かんざしは 、「すず






単語は、「キムチ」（ ， ）、「柱」（ ， ）、「油」（ ， ）、「縫う」（ ，
）の４つである。「キムチ」（ ， ）は 、「柱」（ ， ）は
、「油」（ ， ）は 、「縫う」（ ， ）は 、









「トイレ」については「 」（ ）と回答した。「 」（ ）は、１９１０年～１９３０年代
に方言調査を行った小倉（１９４４ab）に基づく中井・亀山（２００７）の言語地図において、慶尚道内で
の分布が確認できる。このことから、一世の移住当初の慶尚道の方言形が維持されていることが示唆






















話者４は、「かんざし」（ ， ）、「ひよこ」（ ， ）、「嫁」（ ， ）
の各単語の発音において、慶尚道方言の音韻的特徴である半母音 のゼロマーキングが見られた。「か
んざし」は 、「ひよこ」は 、「嫁」は と発音されていた。一方、「骨」（ ，
）、「ヤンニョムジャン」（ ， ）の各単語は標準形で発音されていた。
話者４においても、慶尚道方言の音韻的特徴である軟口蓋音の口蓋音化が観察された。具体的には、
「キムチ」（ ， ）、「油」（ ， ）、「縫う」（ ， ）の３単語である。
「油」は、方言形に加えて標準形でも発音されている。一方、「瓦」（ ， ）、「瓦屋」（ ，

























形の が発音されていた。「かんざし」は方言形の と標準形の が発音され
ていた。「ひよこ」 は方言形の と標準形の が発音されていた。なお、「すずり」
（ ， ）、「嫁」（ ， ）については方言形を回答した。
話者５においても、慶尚道方言の音韻的特徴である軟口蓋音の口蓋音化が観察された。観察された
単語は、「柱」（ ， ）、「瓦屋」（ ， ）、「油」（ ， ）、「縫う」
（ ， ）の４つである。「柱」（ ， ）は 、「瓦屋」（ ， ）
は 、「油」（ ， ）は 、「縫う」（ ， ）は 、とそ




























話者６は、「かんざし」（ ， ）、「嫁」（ ， ）の各単語の発音において、
慶尚道方言の音韻的特徴である半母音 のゼロマーキングが見られた。また、「ヤンニョムジャン」
（ ， ）については、半母音 のゼロマーキング と標準形
の両方で発音されていた。
話者６においても、慶尚道方言の音韻的特徴である軟口蓋音の口蓋音化が観察された。観察された
単語は、「油」（ ， ）、「縫う」（ ， ）の２つである。「油」（ ， ）
は 、「縫う」（ ， ）は 、とそれぞれ発音されていた。一方、「キム
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